
- 1 - 
 

--- 医薬品の適正使用のお願い--- 

カロナールとアセトアミノフェンを含む他の製剤との併用

及び併用による過量投与について 

2014 年10 月 

 

カロナール（本剤）の用法・用量は、成人の鎮痛領域においては１回1000mg、１日4000mgを限度とし、

小児科領域における解熱・鎮痛においては1回10～15mg/kg、1日60mg/kgを限度とされております。 

本剤の添付文書の「警告」等には、本剤とアセトアミノフェンを含む他の製剤（一般用医薬品を含む）

との併用を避けることが注意喚起されております。総合感冒薬や解熱鎮痛剤等の配合剤には、アセトアミ

ノフェンを含む製剤があり、本剤とこれら配合剤との偶発的な併用により、アセトアミノフェンの過量投

与による重篤な肝障害が発現するおそれがあります。 

本剤と他のアセトアミノフェンを含む製剤との併用及び併用による過量投与を避けるために、アセトア

ミノフェンが含まれる製剤が併用（処方）されていないかご確認ください。また、アセトアミノフェンを

含む製剤と併用しないよう患者さんにご指導ください。 

カロナールの添付文書に記載されている過量投与に関する使用上の注意（抜粋） 
 

【警告】 
（２）本剤とアセトアミノフェンを含む他の薬剤（一般用医薬品を含む）との併用により、アセトアミノフェン

の過量投与による重篤な肝障害が発現するおそれがあることから、これらの薬剤との併用を避けること。
（「重要な基本的注意」及び「過量投与」の項参照） 

【使用上の注意】 
「重要な基本的注意」 
（７）本剤とアセトアミノフェンを含む他の薬剤（一般用医薬品を含む）との併用により、アセトアミノフェンの

過量投与による重篤な肝障害が発現するおそれがあることから、特に総合感冒剤や解熱鎮痛剤等の配合剤を
併用する場合は、アセトアミノフェンが含まれていないか確認し、含まれている場合は併用を避けること。
また、アセトアミノフェンを含む他の薬剤と併用しないよう患者に指導すること。 
（「警告」及び「過量投与」の項参照） 

※坐剤は（８）に記載 

「過量投与」 
（１）肝臓・腎臓・心筋の壊死が起こったとの報告がある。 
（２）総合感冒剤や解熱鎮痛剤等の配合剤には、アセトアミノフェンを含むものがあり、本剤とこれら配合剤との

偶発的な併用により、アセトアミノフェンの過量投与による重篤な肝障害が発現するおそれがある。 
（３）アセトアミノフェン過量投与時の解毒（肝障害の軽減等）には、アセチルシステインの投与を考慮すること。 

 
医療用医薬品 含有量 医療用医薬品 含有量 

解熱鎮痛剤 

カロナール錠500 500mg/錠

小児用 
解熱鎮痛剤

カロナールシロップ 2％ 20mg/mL
カロナール錠300 300mg/錠 カロナール坐剤200 200mg/個
カロナール錠200 200mg/錠 カロナール坐剤100 100mg/個
カロナール細粒50％ 500mg/g カロナール坐剤小児用50 50mg/個
カロナール細粒20％ 200mg/g
カロナール原末 1000mg/g

効能・効果、用法・用量、警告、禁忌を含む使用上の注意等につきましては、製品添付文書をご参照ください。 

主なアセトアミノフェン含有製剤については裏面をご参照ください。 
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＜主なアセトアミノフェン含有製剤＞ 

【医療用医薬品】 
医療用医薬品 含有成分 アセトアミノフェン含有量

解熱鎮痛剤 

SG配合顆粒   

（塩野義）

イソプロピルアンチピリン、アセトアミノフェン、 
アリルイソプロピルアセチル尿素、無水カフェイン  250mg/g 

総合感冒剤 

PL配合顆粒   

（塩野義）

サリチルアミド、アセトアミノフェン、無水カフェイン、 
プロメタジンメチレンジサリチル酸塩 

150mg/g 

感冒剤 

ペレックス配合顆粒   

（大鵬薬品）

サリチルアミド、アセトアミノフェン、無水カフェイン、 
クロルフェニラミンマレイン酸塩 

150mg/g 

鎮咳・鎮痛・解熱剤 

カフコデN配合錠   

（ファイザー）

ジプロフィリン、ジヒドロコデインリン酸塩、 
dl‐メチルエフェドリン塩酸塩、ジフェンヒドラミンサリチル酸塩、 

アセトアミノフェン、ブロモバレリル尿素 
100mg/錠 

慢性疼痛/抜歯後疼痛治療剤 

トラムセット配合錠   

（持田＝ヤンセン）

トラマドール塩酸塩、アセトアミノフェン  325mg/錠 

（注意）上記アセトアミノフェン含有製剤（医療用医薬品）の添付文書に過量投与に関する使用上の注意が記載されております。 

【一般用医薬品（市販薬）】 
一般用医薬品 含有成分 アセトアミノフェン含有量

解熱鎮痛薬 

タイレノール A 
（武田＝ジョンソン＝東亜薬品）

アセトアミノフェン  300mg/錠 

総合かぜ薬 

パブロン S   
（大正）

アセトアミノフェン、ブロムヘキシン塩酸塩、
ジヒドロコデインリン酸塩、dl‐メチルエフェドリン塩酸塩、 

リゾチーム塩酸塩、マレイン酸カルビノキサミン、 
無水カフェイン、ビスイブチアミン、リボフラビン

300mg/包 

総合かぜ薬 

カゼリック顆粒   
（米田薬品）

アセトアミノフェン、クロルフェニラミンマレイン酸塩、 
ジヒドロコデインリン酸塩、dl‐メチルエフェドリン塩酸塩、 

カフェイン水和物、カンゾウ末、地竜エキス散、 
270mg/包 

非ピリン系鎮痛・解熱剤 

グレランエース錠   
（あすか＝武田）

エテンザミド、アセトアミノフェン、ブロモバレリル尿素、 
無水カフェイン、ジベンゾイルチアミン 

150mg/錠 

総合かぜ薬 

ベンザエース A   
（武田）

アセトアミノフェン、d‐クロルフェニラミンマレイン酸塩、
デキストロメトルファン臭化水素酸塩水和物、 
dl‐メチルエフェドリン塩酸塩、無水カフェイン、 

ヘスペリジン、トラネキサム酸

150mg/錠 

ピリン系解熱鎮痛薬 

セデス・ハイ   
（塩野義）

イソプロピルアンチピリン、アセトアミノフェン、 
アリルイソプロピルアセチル尿素、無水カフェイン 

125mg/錠 

鎮痛・解熱薬 

サリドンエース 
（第一三共ヘルスケア）

エテンザミド、アセトアミノフェン、 
ブロモバレリル尿素、無水カフェイン 

110mg/錠 

かぜ薬 

新ルル‐A錠   
（第一三共ヘルスケア）

クレマスチンフマル酸塩、リゾチーム塩酸塩、
アセトアミノフェン、ジヒドロコデインリン酸塩、ノスカピン、 

dl‐メチルエフェドリン塩酸塩、グアヤコールスルホン酸カリウム、 
無水カフェイン、ベンフォチアミン

100mg/錠 

非ピリン系解熱鎮痛薬 

新セデス錠 
（塩野義）

エテンザミド、アセトアミノフェン、 
アリルイソプロピルアセチル尿素、無水カフェイン 

80mg/錠 

 

各製品の記載内容は2014年10月時点での各社添付文書を参考とした。 
詳細については各製品の添付文書をご参照ください。 


